








































































第 62 集』によると、2014 年度末における地方自治
体 1,765（都道府県 47、市町村 1,718）のうち、地
方公営企業法が適用されているのは 3,077 事業であ
る。事業別に事業数をみると、水道事業1,374事業（全
体の 44.7％）、病院事業 639 事業（同 20.8％）、下水




































































































































事業（全体の 62.5％）、赤字事業は 1,149 事業（同
37.5％）であり、全体の純損益は 6,223 億円の赤字
となっている。
図表 3 から、2014 年度は「会計基準」改正の影
響で経営成績が悪化したことは明らかである。た




は 1,149 事業で全体の 37.5％も存在するのは事実で
あり、2013 年度以前でも 1/3 程度の事業では赤字と
なっている（図表 4）。特に、2014 年度の病院事業
はその 74.8％に当たる 477 事業が赤字であり、純損
失 4,582 億円となっているのが際立っている。















体の 30.8％）で、総額は約 4 兆 5,600 億円に上る。




























































































































3 . 3 　主な改正点と財務諸表に及ぼす影響
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図表 7　対象とした地域中核病院（500床以上）
まずは、貸借対照表の資本総額及び負債総額につ

























図表 8　 7 病院の改正前後における資本総額・負債総額の比
較（単位：百万円）




病 院 は 33,356,321 千 円 → 8,333,287 千 円、B 病
院 は 43,091,933 千 円 → 11,724,307 千 円、C 病 院
は 29,455,987 千 円 → 12,578,201 千 円、D 病 院
は 11,100,160 千 円 → 7,749,675 千 円、E 病 院 は
32,366,265 千円→ 13,142,516、F 病院は 32,698,373
千円→ 26,506,613 千円、G 病院は 30,982,238 千円
→ 10,815,417 千円という、F 病院を除いて大幅な減
額であり、貸借対照表の構造が一変したと言っても
過言ではない。一方、負債総額の病院ごとの増加状
況をみると、A 病院は 2,437,319 千円→ 25,261,632
千円、B 病院は 2,346,767 千円→ 27,134,719 千円、
C 病 院 は 3,070,583 千 円 → 21,114,567 千 円、D 病
院 は 2,302,918 千 円 → 5,828,721 千 円、E 病 院 は
3,793,862 千 円 → 19,926,820、F 病 院 は 2,676,309
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年度～ 2013 年度までの改正年度前と 2014 年度の改
正年度を比較してみる。7 病院の純損益の変化（過
去 5 年間）をみてみる（図表 10）と、2013 年度以
前は、全国自治体病院の半数以上（2013 年度では
55.0％）が赤字で苦しんでいる中、7 病院全てが総













一方、7 病院の経常損益の変化（過去 5 年間）を
みてみる（図表 11）。経常的な活動においては、A
病院を除いて全体的に下降傾向ではある。B 病院は
2011 年度から、F 病院は 2012 年度からの下降であ































































































それ以前の 2010 年度から 2013 年度までの 4 年間の
減価償却費の平均を比べると、A 病院は 345,760 千
円増加（21.9％増）、B 病院は 787,129 千円（63.3% 
増）、C 病院が 769,607 千円（69.3％増）、D 病院は
－18－
研究論文
28,371 千円（4.2％増）、E 病院は 459,878 千円（35.1％







































事業（全体の 42.0％）、水道事業 2,097 事業（全






























方独立行政法人会計基準第 1 条第 1 項）
（ 7 ）退職給付に関する会計基準（企業会計基準第
26 号：2012 年改正）では 26 及び 73 で、地方
独立行政法人会計基準では第 36 の 5 及び第



















7 ）地方分権改革推進委員会（2009）「第 3 次勧告
～自治立法権の拡大による「地方政府」の実現
へ～」pp.43 － 44
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